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中間報告と年金等について中間報告と年金等について中間報告と年金等について中間報告と年金等について    

高山憲之 
 
１ 全体としての評価 
 
２ 継続して検討すべき事項 

1） 退職年金・退職給付 
2） 年金依存度 
3） 遺族年金 
4） 生涯可処分所得 
5） 個人単位化 
6） 雇用慣行の見直し 
7） 配偶者控除・配偶者特別控除 
8） 厚生年金の適用拡大 
9） 年金制度による就業阻害 
10） 第３号被保険者 
11） 健保・介護 
12） 住宅手当・社宅 
13） 女性の労働力率とＴＦＲ 
14） 女性パートの就業調整 
15） その他 
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